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IV.異 物結 果 l













ノ α-dl-trams-allethrinpo､vder of ･ヽarious 三
concentrationC(10mを.bcrlog.).
Concentration,C
No.ofdXperimentsJ 7 I 7
No.ofinsects 170 [164 1156 1154
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1,3 わかれた均n･.いづれのl‖1棚 を).ri租こしてそ城 剤
































また ア tかf･大船すなわち致落下仰由 雌 率分布曲税















































防′虫 科 皐 が 17.蹟 ●
'rableI;･I-TableoEtheanalysisofvar'1ancefortestinglinealityoLrelationl光いvccn
log-timed.In°l'6g-concentrati6nfdr_thedatainTable4.
varianccdueto i Dfer7eTde三mof十 squma霊 'TMeansqu竺e･l y霊 代
i.Straightlin'e,the-:.-'qudraic'trzn･∴ Ei.ror1∵ 0.0003965. :0.0003965_L
､･､･l
した結果は約6表のごとくで,二次回帰現にかんする ,

























す拭軟である｡iた唯と脚 !桐益の問にこの よ うな関 一
休が成虫するとき,JllissT)は時間,汝旺･致落下仰























































てGPQ,Pur即 とつた fo.%･以下の亘甲 準備虫数如J
'えられる時間と放牧の理論的の開陳をtopo!hph.に
や.し.てみると節相 のごと叩 ,致孫下仰革申噂 の
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OntheIlifferenceinStlSCePtibilityofAdnltsof･theCommi n IIもtlSefly (Muse_a
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19..馬糞堵基で飼育したイ車,-iェと, 豆腐粕堵基で飼育したイエバエの DD外輪対
にたいする捗抗性の相違について.殺虫剤の生物試験にかんする研究.井22報
長沢純火 (京都大'ie化学研究BITr5Vht研究鼓)｡27･
′
Ⅰ.拝 す
殺虫剤の生物試験川成虫としてイエバェをひろくも
ちいるようになってから,･人工的にこれを累代飼育す
る7J俄は.同時に究明され,現在'すでに満足すべきも_
のがいくつかn見さltている｡節者は数年来.畠に
Grady8) のLJJ一故に的t:た蛸発特.?.忘をもちいる方法と,
a,が田oiTL･.I脚府 ももいてこれを大Ili･飼育する,S､たつ
＼
9.1.愛想
~の方法によって.`試験mイJ-I,く千の燕仙こつとめJ{ぎ
抵抗性の差異を生物試験論ゐ見地から買取検討した枯
穴である｡,' l＼
本文にはいるにさきだち,供託昆虫の飼育と突放を
拐助され 数岬の計罪に尽ソ)せられた:A-J侃軌 柴四秒
田子の絹疾刺こ托謝の恋を式する次節である｡tなおこの
99
